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第
六
十
二 

  
 

そ
の
名
は
ジ
ー
ク 

   
 
 
 
 

一 
  

日
本
の
大
本
営
は
、
ア
メ
リ
カ
連
合
艦
隊
の
殲
滅
と
、
マ
レ
ー
の

迅
速
な
攻
略
に
重
き
を
置
い
て
い
た
。 

 

開
戦
初
期
に
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
る

こ
と
は
、
太
平
洋
の
戦
局
を
有
利
に
運
ぶ
以
上
の
意
味
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
に
お
け
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍

の
優
勢
を
確
定
さ
せ
、
短
期
間
に
有
利
な
条
件
で
太
平
洋
戦
線
を
終

結
で
き
る
と
見
て
い
た
た
め
だ
っ
た
。
そ
こ
で
マ
レ
ー
攻
略
作
戦
で

は
、
飛
行
場
の
占
領
・
確
保
と
、
敵
航
空
兵
力
の
壊
滅
に
全
力
を
あ

げ
た
。 

 

イ
ギ
リ
ス
領
マ
レ
ー
の
連
合
軍
兵
力
は
、
英
国
陸
軍
の
パ
ー
シ
バ

ル
中
将
を
総
司
令
官
に
、
将
兵
八
万
八
千
人
、
航
空
機
二
百
五
十
四

機
だ
っ
た
。
具
体
的
に
い
う
と
、
イ
ギ
リ
ス
正
規
軍
が
一
万
九
千
六

百
人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
第
八
師
団
が
一
万
五
千
二
百
人
、
イ
ン
ド

第
三
軍
が
三
万
七
千
人
、
マ
レ
ー
義
勇
軍
が
一
万
六
千
八
百
人
だ
っ

た
。
大
日
本
帝
国
陸
軍
参
謀
本
部
は
航
空
兵
力
を
二
割
ほ
ど
多
く
、

陸
戦
兵
力
を
二
割
ほ
ど
少
な
く
見
積
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

配
備
さ
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
軍
の
航
空
機
は
、
戦
闘
機
が
百
十
二
、

爆
撃
機
が
八
十
六
、
軽
爆
撃
機
が
十
五
、
電
撃
機
が
三
十
六
、
飛
行

艇
が
五
だ
っ
た
。
だ
が
、
戦
闘
機
百
十
二
機
の
う
ち
五
十
二
機
、
爆

撃
機
八
十
六
機
の
う
ち
十
五
機
は
整
備
中
で
実
戦
に
使
用
で
き
な
い

状
態
に
あ
っ
た
。 

 

極
東
軍
総
司
令
官
の
ポ
ー
ハ
ム
大
将
は
対
日
開
戦
に
備
え
て
、
歩

兵
二
個
旅
団
、
爆
撃
機
四
戦
隊
、
戦
闘
機
二
戦
隊
の
増
派
を
本
国
に

求
め
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
に
よ
る
空
襲
を
受
け
て
い
た
た
め
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
極
東

軍
に
は
実
動
可
能
な
航
空
機
が
百
二
十
機
以
上
配
備
さ
れ
て
い
た
の

だ
か
ら
、
日
本
軍
に
痛
打
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
た
は
ず
だ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
十
二
月
八
日
、
午
前
零
時
過
ぎ
に
イ
ン
ド
軍
第
八
旅
団

ド
ラ
グ
ス
大
隊
が
太
平
洋
戦
争
〝
最
初
の
一
発
〞
を
撃
っ
て
か
ら
数

時
間
の
う
ち
に
実
動
可
能
機
数
は
五
十
機
に
減
少
し
、
翌
九
日
に
は

十
機
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
地
上
駐
機
中
に
日
本
軍
機

の
掃
射
や
投
弾
を
受
け
、
大
破
・
炎
上
し
た
。 

 
こ
の
と
き
イ
ギ
リ
ス
極
東
艦
隊
司
令
長
官
（
中
将
）
ト
ー
マ
ス
・

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
、 

 
―
―
艦
隊
を
港
湾
に
と
ど
め
て
お
く
の
は
危
険
で
あ
る
。 

 

と
考
え
た
。 

 

彼
が
警
戒
し
た
の
は
潜
水
艦
に
よ
る
魚
雷
攻
撃
だ
っ
た
。
艦
隊
主
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力
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
近
辺
に
と
ど
ま
ら
せ
て
お
く
の
は
、
日
本
軍
に

好
餌
を
与
え
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。 

 
味
方
偵
察
機
か
ら
の
情
報
で
は
、
日
本
軍
が
動
員
し
て
い
る
艦
船

は
戦
艦
一
、
重
巡
洋
艦
二
、
軽
巡
洋
艦
二
、
駆
逐
艦
二
十
だ
っ
た
。 

 

対
し
て
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
中
将
が
率
い
る
極
東
艦
隊
は
航
空
母
艦
こ

そ
欠
け
て
い
た
も
の
の
、
超
弩
級
旗
艦
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ

ー
ル
ズ
」、
巡
洋
戦
艦
「
レ
パ
ル
ス
」
以
下
、
巡
洋
艦
三
、
駆
逐
艦

四
、
砲
艦
三
を
保
有
し
て
い
た
。 

 

数
に
お
い
て
ほ
ぼ
互
角
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
彼
は
、
艦
隊
決
戦
を
決
意
し
た
。 

 

十
二
月
八
日
午
後
五
時
半
過
ぎ
、
イ
ギ
リ
ス
極
東
艦
隊
「
Ｚ
部
隊
」

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
を
出
撃
し
た
。 

 

十
日
午
前
零
時
五
十
二
分
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
司
令
部
か
ら 

 

「
日
本
軍
が
ク
ァ
ン
タ
ン
に
上
陸
中
」 

 

と
い
う
報
せ
が
入
っ
た
。 

 

こ
の
た
め
、
艦
隊
は
針
路
を
ク
ァ
ン
タ
ン
沖
に
変
更
し
た
。
上
陸

作
戦
を
遂
行
中
の
日
本
軍
に
、
沖
合
か
ら
艦
砲
射
撃
を
加
え
よ
う
と

い
う
の
で
あ
る
。 

 

サ
イ
ゴ
ン
の
日
本
軍
航
空
基
地
か
ら
は
四
百
マ
イ
ル
（
六
百
七
十

キ
ロ
）
も
離
れ
て
い
る
。 

 

―
―
で
あ
れ
ば
、
日
本
の
航
空
機
の
攻
撃
を
懸
念
す
る
こ
と
は
な

い
。 

 

と
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
中
将
は
考
え
た
。 

 

と
こ
ろ
が
日
本
の
航
空
機
は
、
例
え
ば
零
戦
は
最
長
で
八
百
八
十

五
マ
イ
ル
（
千
四
百
八
十
キ
ロ
）、
隼
は
九
百
八
十
マ
イ
ル
（
千
六

百
四
十
キ
ロ
）
を
給
油
な
し
で
飛
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
サ
イ
ゴ

ン
か
ら
の
四
百
マ
イ
ル
は
、
日
本
軍
航
空
機
に
と
っ
て
は
ぎ
り
ぎ
り

だ
が
射
程
圏
内
だ
っ
た
。 

 

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
開
戦
初
日
と
二
日
目
に
、
イ
ギ
リ
ス
極
東
軍
の

航
空
機
を
大
破
・
炎
上
さ
せ
た
日
本
軍
機
が
、
ど
こ
か
ら
飛
ん
で
き

た
の
か
を
考
え
る
べ
き
だ
っ
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
か
ら
供
与
さ
れ
た
戦
闘
機
「
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
」
に
つ
い

て
、
ブ
ル
ッ
ク
・
ポ
ー
ハ
ム
大
将
が 

 

「
イ
ギ
リ
ス
本
土
の
防
衛
用
と
し
て
は
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
。
し
か

し
マ
レ
ー
で
は
十
分
に
間
に
合
う
」 

 

と
評
価
し
た
背
景
に
は
、
有
色
人
種
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

（
な
い
し
白
人
種
）
の
過
大
な
自
信
が
あ
っ
た
。 

 

実
際
に
は
、
一
九
四
一
年
九
月
十
九
日
、
フ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
駐

華
ア
メ
リ
カ
大
使
館
陸
軍
武
官
補
（
大
尉
）
が
、
日
本
の
新
型
航
空

機
に
関
す
る
情
報
を
本
国
お
よ
び
、
連
合
国
に
発
信
し
て
い
た
の
だ

が
、
彼
ら
は
頭
か
ら
信
用
し
な
か
っ
た
。 

 
い
わ
ゆ
る
「
フ
リ
ー
マ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
」
が
そ
れ
で
、
黄
河
上
流

の
甘
粛
省
蘭
州
上
空
で
中
国
軍
の
対
空
砲
火
で
撃
墜
さ
れ
た
日
本
軍

の
軍
用
機
に
つ
い
て
だ
っ
た
。 
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レ
ポ
ー
ト
は 

 
「
日
本
機
は
す
べ
て
、
蘭
州
か
ら
約
四
百
五
十
マ
イ
ル
離
れ
た
山

西
省
運
城
基
地
か
ら
や
っ
て
き
た
」 

 

と
記
し
、
さ
ら
に
「
タ
イ
プ
・
ゼ
ロ
」
と
し
て 

  

・
単
座
追
撃
機
、
低
翼
単
葉
、
全
金
属
製
。 

 

・
推
定
時
速
二
百
六
十
マ
イ
ル
で
六
時
間
の
飛
行
を
す
る
。 

 

・
武
装
は
、
す
べ
て
固
定
式
。 

 

・
機
首
に
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
と
同
調
さ
せ
た
七
・
七
ミ
リ
機
銃
二 

 
 

丁
。 

 

・
一
丁
当
た
り
、
通
常
弾
、
曳
光
焼
夷
弾
、
炸
裂
弾
を
約
五
百
発 

 
 

装
填
。 

 

・
両
翼
に
二
十
二
・
二
ミ
リ
機
銃
が
二
丁
、
そ
れ
ぞ
れ
に
七
十
五 

 
 

発
の
銃
弾
を
装
填
。 

 
 

 

な
ど
、
詳
細
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
た
。 

 

細
か
な
点
で
誤
り
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
レ
ポ
ー
ト
は
日
本
が
驚

異
的
な
性
能
を
備
え
た
軍
用
航
空
機
を
実
戦
配
備
し
た
こ
と
を
告
げ

て
い
た
。
だ
が
イ
ギ
リ
ス
極
東
軍
の
首
脳
部
は
「
日
本
が
そ
ん
な
に

優
れ
た
飛
行
機
を
作
れ
る
わ
け
が
な
い
」
と
決
め
て
か
か
っ
て
い
た
。 

 

イ
ギ
リ
ス
極
東
軍
は
そ
の
ツ
ケ
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。 

 

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
超
弩
級
戦
艦
「
ビ
ス
マ
ル
ク
」
を
航
行
不
能

に
い
た
ら
し
め
た
の
が
本
国
の
航
空
機
部
隊
だ
っ
た
こ
と
を
、
パ
ー

シ
バ
ル
や
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
思
い
出
す
べ
き
だ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

太
平
洋
戦
争
の
緒
戦
で
ア
メ
リ
カ
軍
が
得
た
教
訓
は
、 

 

―
―
日
本
軍
は
バ
カ
に
で
き
な
い
。 

 

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
大
航
海
時
代
か
ら
こ
の
か
た
、
西
洋
な
い

し
キ
リ
ス
ト
教
白
人
世
界
が
有
色
人
世
界
と
の
戦
い
に
お
い
て
、
存

亡
の
危
機
を
実
感
す
る
戦
い
を
挑
ま
れ
た
経
験
は
な
い
。 

 

こ
と
に
航
空
機
の
性
能
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
イ
ギ

リ
ス
極
東
艦
隊
が
潰
え
、
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
が
真
珠
湾
に
沈
ん

で
し
ま
っ
た
た
め
、
連
合
国
軍
は
制
海
権
を
失
っ
た
。 

 

そ
の
い
ず
れ
も
が
艦
隊
決
戦
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え

ば
日
清
戦
争
で
も
日
露
戦
争
で
も
、
あ
る
い
は
第
一
次
大
戦
に
お
け

る
大
西
洋
上
で
も
、
主
力
戦
艦
が
真
正
面
か
ら
砲
撃
を
交
わ
し
、
そ

の
結
果
が
戦
争
の
勝
敗
優
劣
に
結
び
つ
い
た
。 

 
と
こ
ろ
が
今
回
の
戦
争
は
、
航
空
機
が
艦
隊
を
沈
め
て
い
た
。 

 
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
で
も
同
様
だ
っ
た
。 

 

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
が
優
勢
に
あ
る
の
は
、
メ
ッ
サ
ー
シ
ュ
ミ
ッ

ト
社
や
フ
ォ
ッ
カ
ー
ウ
ル
フ
社
の
戦
闘
機
が
制
空
権
を
守
っ
て
い
る
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た
め
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
可
及
的
速
や
か
に
建
造
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
航
空
母
艦
だ
っ
た
。
一
九
四
一
年
か
ら
四
三
年
に
か
け

て
、
ア
メ
リ
カ
が
新
た
に
建
造
し
た
艦
船
を
見
る
と
、
こ
の
考
え
方

が
現
実
に
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。 

 

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
着
手
し
た
の
は
、
航
空
機
の
増
産
だ
っ
た
。

零
戦
に
撃
ち
落
さ
れ
て
も
、
搭
乗
員
さ
え
救
出
で
き
れ
ば
新
し
い
航

空
機
で
戦
線
に
復
帰
で
き
る
。 

 

一
九
四
一
年
の
七
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
生
産
さ
れ
た
航
空
機

は
一
万
三
百
五
十
機
だ
っ
た
が
、
一
年
後
に
は
倍
以
上
の
二
万
三
千

三
十
二
機
を
生
産
し
て
い
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ラ
イ
ン
が
戦
闘

機
生
産
の
た
め
に
フ
ル
稼
動
し
た
結
果
だ
っ
た
。 

 

大
量
の
爆
弾
を
敵
の
頭
上
に
落
と
し
、
大
量
の
兵
士
や
兵
器
を
輸

送
で
き
る
大
型
機
の
増
産
と
開
発
が
本
格
化
し
た
。
ま
た
新
型
戦
闘

機
の
開
発
が
火
急
の
課
題
と
な
っ
た
。
日
本
の
「
タ
イ
プ
・
ゼ
ロ
」

に
対
し
て
、
従
来
の
主
力
戦
闘
機
「
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ト
」
は
操
縦

性
能
、
航
行
速
度
、
旋
回
能
力
に
お
い
て
、「
Ｐ
―36

」
は
破
壊
力

と
航
続
距
離
に
お
い
て
敵
わ
な
か
っ
た
。 

 

と
は
い
え
、
当
面
は
「
タ
イ
プ
・
ゼ
ロ
」
と
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

ま
ず
戦
闘
機
の
改
良
が
始
ま
っ
た
。 

 

コ
ク
ピ
ッ
ト
の
外
壁
と
搭
乗
員
の
座
席
背
後
に
分
厚
い
鉄
鋼
の
板

が
張
ら
れ
、
燃
料
タ
ン
ク
の
内
側
に
三
重
の
ゴ
ム
皮
膜
が
施
さ
れ
た
。

分
厚
い
鋼
鈑
が
零
戦
の
機
銃
を
撥
ね
返
し
、
ゴ
ム
の
皮
膜
を
施
す
こ

と
に
よ
っ
て
燃
料
タ
ン
ク
が
被
弾
し
て
も
火
が
発
生
し
な
く
な
る
。

さ
ら
に
翼
に
装
備
し
た
機
銃
を
大
口
径
の
も
の
に
変
更
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
っ
て
長
身
で
大
柄
な
搭
乗
員
は
窮
屈
な
思
い

を
し
、
機
体
の
重
量
が
か
さ
ん
で
航
続
距
離
が
短
縮
さ
れ
、
旋
回
性

能
が
落
ち
た
。
だ
が
搭
乗
員
の
生
命
を
護
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

次
い
で
、
新
し
い
戦
法
が
編
み
出
さ
れ
た
。 

 

一
つ
は
「
単
機
で
闘
う
な
」
だ
っ
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
軍
は
、
ゼ
ロ
一
機
に
ワ
イ
ル
ド
キ
ャ
ッ
ト
二
機
で
当
た

る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
法
を
編
み
出
し
た
少
佐
の
名
か
ら
「
サ
ッ

チ
・
ウ
ィ
ー
ブ
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
航
空
機
戦
力
の
壊
滅

を
防
い
だ
。 

 

背
後
に
付
か
れ
た
ら
急
降
下
で
逃
げ
ろ
、
と
い
う
こ
と
も
徹
底
的

に
教
え
込
ま
れ
た
。 

 

そ
の
一
方
、
ア
メ
リ
カ
南
西
太
平
洋
方
面
軍
は
一
九
四
二
年
一
月
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
に
「
航
空
技
術
情
報
部
隊
」（
Ｔ

Ａ
Ｉ
Ｕ
）
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大

将
の
名
で
太
平
洋
に
展
開
す
る
全
軍
に
次
の
よ
う
な
指
令
を
発
し
た
。 

 
「
墜
落
し
た
敵
機
の
捕
獲
機
体
ま
た
は
残
骸
ま
た
は
搭
乗
員
を
、

航
空
技
術
情
報
部
隊
が
可
能
な
限
り
速
や
か
に
完
全
な
管
理
下
に
置

く
権
限
を
持
つ
こ
と
を
承
認
す
る
」 

 

墜
落
し
た
日
本
軍
航
空
機
の
残
骸
か
ら
調
査
す
る
の
で
あ
る
。
そ
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の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
日
本
軍
航
空
機
を
運
び
出
す
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
っ
て
諸
部
隊
に
配
布
し
、
ば
か
り
で
な
く
専
用
の
小
型
空
母

ま
で
建
造
し
た
。 

 

こ
こ
に
、
フ
ラ
ン
ク
・
マ
ッ
コ
イ
と
い
う
陸
軍
大
尉
が
存
在
し
た
。

こ
の
人
物
が
「
タ
イ
プ
・
ゼ
ロ
」
の
全
貌
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

日
本
軍
の
零
式
戦
闘
機
（
零
戦
）
に
関
す
る
記
録
は
、
数
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。 

 

両
翼
幅
約
十
二
メ
ー
ト
ル
、
全
長
約
九
メ
ー
ト
ル
、
全
重
量
約
二

千
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
二
〇
〇
〇
cc
の
エ
ン
ジ
ン
で
最
高
速
度
五

百
四
十
キ
ロ
／
時
、
航
続
飛
行
距
離
一
千
五
百
キ
ロ
と
い
う
性
能
は
、

太
平
洋
戦
線
の
緒
戦
時
、
お
そ
ら
く
世
界
で
最
高
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た

と
い
っ
て
い
い
。
戦
記
は
零
戦
が
い
か
に
優
れ
て
い
た
か
を
語
り
、

設
計
と
開
発
の
辛
苦
が
伝
え
ら
れ
る
。 

 

実
際
、
制
式
採
用
さ
れ
た
最
初
、
中
国
大
陸
で
行
わ
れ
た
空
中
戦

で
、
零
戦
は
三
十
機
で
敵
戦
闘
機
三
十
七
機
を
撃
墜
、
被
弾
ゼ
ロ
と

い
う
華
々
し
い
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
。
赤
松
貞
明
、
武
藤
金
義
、
岩

本
徹
三
、
杉
田
庄
一
、
西
澤
廣
義
、
坂
井
三
郎
、
笹
井
醇
一
、
太
田

敏
夫
、
水
谷
竹
雄
、
本
田
敏
秋
と
い
っ
た
多
く
の
撃
墜
王
が
誕
生
し

た
。 

 

零
戦
乗
り
で
い
ち
ば
ん
の
暴
れ
ん
坊
と
し
て
知
ら
れ
た
赤
松
は
、

戦
後
、
酒
に
酔
う
と 

 

―
―
オ
レ
は
三
百
五
十
機
以
上
を
撃
ち
落
と
し
た
。 

 

と
自
慢
し
た
。
そ
の
中
に
は
地
上
に
駐
機
し
て
あ
っ
た
敵
機
も
含

ま
れ
て
い
る
ら
し
い
。
た
だ
一
九
四
五
年
五
月
二
十
五
日
に
、
千
葉

県
上
空
に
侵
入
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
「
Ｐ
―
51
」（
ム
ス
タ
ン
グ
）
七

十
五
機
の
編
隊
に
単
機
で
突
入
し
た
の
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ

る
。
そ
の
戦
い
で
一
機
を
撃
墜
し
、
自
身
は
無
傷
で
厚
木
基
地
に
帰

っ
て
き
た
。 

 

岩
本
徹
三
は
、
二
百
二
機
を
落
と
し
た
、
と
主
張
し
て
い
る
。
ラ

バ
ウ
ル
航
空
隊
の
エ
ー
ス
で
あ
っ
て
、 

 

―
―
機
体
の
色
が
違
っ
て
見
え
た
。 

 

と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
桜
色
の
撃
墜
マ
ー
ク
が
機
体
を
覆
う
ま
で

に
描
き
こ
ま
れ
た
た
め
だ
っ
た
。 

 

当
人
の
主
張
と
日
米
双
方
の
正
式
な
記
録
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
の
は

坂
井
三
郎
で
あ
る
。
彼
が
撃
墜
し
た
連
合
軍
航
空
機
は
六
十
四
機
と

さ
れ
て
い
る
。 

 
一
九
四
二
年
の
五
月
、
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
攻
撃
に
出
撃
し
た
彼

は
、
部
下
の
西
澤
廣
義
、
太
田
敏
夫
と
と
も
に
零
戦
三
機
で
編
隊
を

組
み
、
敵
基
地
上
空
で
宙
返
り
を
や
っ
て
の
け
た
。
数
日
後
、
ポ
ー

ト
モ
レ
ス
ビ
ー
の
連
合
国
軍
陣
営
か
ら
、 
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「
先
日
の
宙
返
り
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
、
今
度
来
る
と
き
は
緑
色

の
マ
フ
ラ
ー
を
つ
け
て
こ
ら
れ
た
し
」 

 

と
い
う
手
紙
が
届
い
た
。 

 

―
―
撃
ち
落
し
て
進
ぜ
よ
う
。 

 

と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

谷
水
竹
雄
は
日
本
の
劣
勢
が
明
ら
か
に
な
っ
た
四
三
年
後
半
、
ラ

バ
ウ
ル
航
空
隊
の
エ
ー
ス
だ
っ
た
。 

 

「
機
動
性
に
富
み
、
迅
速
に
横
転
が
で
き
る
ヘ
ル
キ
ャ
ッ
ト
が
い

ち
ば
ん
手
強
か
っ
た
。
そ
の
点
、
小
回
り
が
利
か
な
い
Ｆ
４
Ｕ
、
Ｐ

―
38
は
一
撃
離
脱
で
容
易
に
撃
ち
落
す
こ
と
が
で
き
た
」 

 

と
語
っ
て
い
る
。
Ｂ
―
29
を
含
め
、
計
三
十
二
機
の
撃
墜
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
記
録
は
、
零
戦
の
優
れ
た
戦
闘
性
能
と
突
出
し
た
個
人

技
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
だ
が
工
業
製
品
と
し
て
見
た
と
き
、
果
た

し
て
ど
う
で
あ
る
か
。 

 

三
菱
重
工
業
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
（
名
航
）
の
堀
越
二
郎
は
優

れ
た
技
術
者
だ
が
、
軍
が
要
求
す
る
性
能
を
実
現
す
る
た
め
に
精
緻

に
作
り
こ
ん
だ
。
精
緻
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
生
産
に
従
事
し
た
の

は
動
員
さ
れ
た
女
学
生
だ
っ
た
り
し
た
。
こ
の
た
め
に
量
産
が
難
し

か
っ
た
。 

 

近
代
戦
で
量
産
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
は
致
命
的
な
欠
点
だ
っ
た
。

そ
れ
は
堀
越
の
問
題
で
は
な
く
、
量
産
を
前
提
に
し
た
性
能
要
求
を

設
定
で
き
な
か
っ
た
日
本
の
軍
部
の
欠
陥
だ
っ
た
。 

   
 
 
 
 

四 
  

フ
ラ
ン
ク
・
マ
ッ
コ
イ
は
一
九
三
七
年
に
オ
ク
ラ
ホ
マ
大
学
の
法

学
科
修
士
課
程
を
卒
業
し
、
い
っ
た
ん
は
弁
護
士
に
な
っ
た
が
日
米

開
戦
を
機
に
カ
ン
ザ
ス
州
の
陸
軍
大
学
将
官
課
程
に
進
ん
だ
。
陸
軍

大
学
で
は
わ
ず
か
六
週
間
で
卒
業
の
扱
い
と
な
り
、
大
尉
に
任
官
し

た
四
二
年
一
月
、
航
空
技
術
情
報
部
隊
に
配
属
さ
れ
た
。
航
空
技
術

情
報
部
隊
の
初
代
隊
長
に
任
命
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
の
ち
、
彼
は
陸

軍
少
将
に
ま
で
昇
進
し
て
退
役
し
て
い
る
。 

 

ち
な
み
に
同
名
の
陸
軍
軍
人
「
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
ス
・
マ
ッ
コ
イ
」

が
い
る
。
こ
の
人
も
最
終
階
級
は
少
将
だ
が
、
一
八
七
四
年
に
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ル
イ
ス
タ
ウ
ン
で
生
ま
れ
て
い
る
。
一
八
九
八
年
の

米
西
戦
争
（
ア
メ
リ
カ
対
ス
ペ
イ
ン
帝
国
）、
第
一
次
大
戦
に
従
軍

し
た
ほ
か
、
一
九
二
三
年
九
月
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
の
救
援
作

戦
の
指
揮
を
執
李
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
ア
メ
リ
カ
代
表
、
極
東
委

員
会
議
長
を
務
め
る
な
ど
日
本
と
も
縁
が
深
い
。 

 
同
部
隊
の
任
務
は
、
太
平
洋
の
島
々
で
捕
獲
さ
れ
た
日
本
軍
の
航

空
機
の
残
骸
を
調
べ
、
捕
虜
に
な
っ
た
搭
乗
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す

る
こ
と
だ
っ
た
。
ま
ず
彼
は
日
本
軍
の
航
空
機
を
型
式
に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
短
い
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
を
付
け
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
最
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前
線
の
将
兵
は
敵
機
を
見
分
け
、
後
方
部
隊
に
適
正
な
情
報
を
発
信

し
や
す
く
な
る
。 

 
零
戦
は
「
ジ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

最
初
の
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
若
干
の
混
乱
が
生
じ
た
。
フ
ラ
ン

ク
・
マ
ッ
コ
イ
が
「
ジ
ー
ク
」
と
名
付
け
た
戦
闘
機
と
よ
く
似
た
、

し
か
し
翼
の
形
状
や
機
体
の
大
き
さ
が
異
な
る
戦
闘
機
の
目
撃
情
報

が
各
戦
線
か
ら
次
々
に
寄
せ
ら
れ
た
た
め
だ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
彼
は
、
戦
場
で
撮
影
さ
れ
た
日
本
軍
航
空
機
の
写
真
を
詳

細
に
調
べ
、
分
類
す
る
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同

じ
機
体
で
あ
っ
て
も
、
迷
彩
の
塗
装
や
目
撃
し
た
角
度
に
よ
っ
て
全

く
別
の
機
種
に
見
え
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

そ
の
結
果
、
マ
ッ
コ
イ
は
「
ジ
ー
ク
」
が
用
途
に
応
じ
て
様
々
に

改
良
・
改
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
搭
載
す
る
エ
ン
ジ
ン
も
異
な
っ
て

い
る
こ
と
を
解
明
し
た
。
陸
上
基
地
か
ら
飛
び
立
つ
場
合
は
翼
は
長

く
、
三
十
キ
ロ
爆
弾
ば
か
り
で
な
く
魚
雷
を
懸
垂
で
き
る
よ
う
に
改

良
さ
れ
て
い
た
。 

 

対
し
て
空
母
艦
載
用
に
翼
の
端
を
切
り
落
と
し
て
い
る
モ
デ
ル
も

あ
っ
た
。
あ
る
い
は
速
度
を
重
視
す
る
モ
デ
ル
、
積
載
爆
弾
を
重
視

す
る
モ
デ
ル
な
ど
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
年
式
に
よ
っ
て
微
妙
に
形
状

が
異
な
っ
た
。 

 

同
じ
零
戦
で
あ
っ
て
も
、
九
百
四
十
馬
力
の
栄
十
二
型
空
冷
二
重

星
型
十
四
気
筒
エ
ン
ジ
ン
搭
載
の
「
二
一
型
」
と
、
一
千
百
三
十
馬

力
の
栄
二
十
一
型
空
冷
二
重
星
型
十
四
気
筒
エ
ン
ジ
ン
搭
載
の
「
三

二
型
」
で
は
、
翼
の
長
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
も
違
っ
て
い
た
。
マ
ッ
コ

イ
が
「
ジ
ー
ク
」
と
名
付
け
た
の
は
四
三
年
四
月
に
実
戦
配
備
さ
れ

た
千
百
三
十
馬
力
の
「
五
二
型
」
だ
っ
た
。 

 

次
に
彼
が
し
た
こ
と
は
、
太
平
洋
の
島
々
で
捕
獲
し
た
零
戦
の
残

骸
を
か
き
集
め
て
、
飛
行
が
可
能
な
機
体
を
復
元
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
た
め
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
太
平
洋
に
展
開
す
る
全
ア
メ
リ
カ

軍
に
、
日
本
軍
航
空
機
の
残
骸
を
発
見
し
た
と
き
ど
う
対
処
す
べ
き

か
、
厳
し
い
規
律
を
通
達
し
て
い
る
。 

 

発
見
さ
れ
た
機
体
の
残
骸
は
専
用
の
小
型
空
母
で
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン

の
空
軍
基
地
に
輸
送
さ
れ
た
。
そ
こ
で
復
元
し
た
の
ち
日
の
丸
が
塗

り
つ
ぶ
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
軍
機
で
あ
る
こ
と
を
示
す
星
の
マ
ー
ク
が

付
け
ら
れ
た
。 

 

星
の
マ
ー
ク
が
付
い
た
零
戦
は
実
際
に
ア
メ
リ
カ
本
土
の
空
を
飛

ん
だ
。
一
九
四
二
年
三
月
に
復
元
機
は
ア
メ
リ
カ
陸
軍
の
戦
闘
機

「
Ｐ
―
40
」
や
「
Ｐ
―
38
」
と
擬
似
戦
闘
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た

作
業
を
通
じ
て
、
零
戦
は
次
第
に
そ
の
性
能
や
弱
点
が
解
明
さ
れ
て

い
っ
た
。 

 
同
じ
こ
ろ
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
ア
ラ
ス
カ
に
近
い
ア
ク
タ

ン
島
で
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
と
っ
て
は
奇
跡
的
に
幸
運
な
、
日
本
軍
に

と
っ
て
は
決
定
的
に
不
都
合
な
発
見
が
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
無
傷
の

零
戦
が
発
見
さ
れ
た
の
だ
。
そ
れ
は
ア
ク
タ
ン
島
の
浜
辺
の
泥
湿
地
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に
、
車
輪
を
空
に
向
け
、
仰
向
け
に
な
っ
て
い
た
。 

 
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
基
地
に
搬
送
さ
れ
た
の
は
八

月
十
二
日
で
あ
る
。 

 

戦
後
に
な
っ
て
こ
の
機
は
、
一
九
四
二
年
六
月
四
日
、
ア
リ
ュ
ー

シ
ャ
ン
諸
島
ウ
ナ
ラ
ス
カ
島
の
ア
メ
リ
カ
軍
港
ダ
ッ
チ
ハ
ー
バ
ー
の

攻
撃
に
、
空
母
「
龍
驤
」
か
ら
飛
び
立
っ
た
古
賀
忠
義
と
い
う
一
飛

曹
が
操
縦
し
て
い
た
「
零
式
艦
上
戦
闘
機
二
一
型
」
と
い
う
こ
と
が

判
明
し
た
。
発
見
さ
れ
た
島
の
名
に
ち
な
ん
で
「
ア
ク
タ
ン
・
ゼ
ロ
」

も
し
く
は
古
賀
飛
曹
の
名
に
ち
な
ん
で
「
コ
ガ
の
ゼ
ロ
」
と
称
さ
れ

る
。 

 

古
賀
一
飛
曹
は
対
空
砲
射
で
被
弾
し
、
味
方
の
潜
水
艦
が
救
助
に

く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
不
時
着
予
定
地
に
向
か
っ
た
。
ア
ク
タ
ン

島
が
そ
の
指
定
地
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
彼
の
零
戦
は
着
陸
し
た
と
き
、

深
い
泥
湿
地
に
脚
を
取
ら
れ
、
も
ん
ど
り
う
っ
て
反
転
し
て
停
止
し

た
。 

 

こ
の
と
き
古
賀
一
飛
曹
は
首
の
骨
を
折
っ
て
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
。

不
時
着
し
た
場
合
、
日
本
軍
は
機
体
に
火
を
放
ち
、
場
合
に
よ
っ
て

は
自
決
す
る
よ
う
、
搭
乗
員
た
ち
を
指
導
し
て
い
た
が
、
当
人
が
死

亡
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
機
体
の
処
分
が
で
き
る
は
ず
が
な
か
っ
た
。 

 

日
本
軍
は
そ
の
後
、
古
賀
機
の
捜
索
を
続
け
た
が
、
濃
霧
の
た
め

発
見
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
哨
戒
機
Ｐ
Ｂ
Ｙ
カ

タ
リ
ナ
が
偶
然
に
発
見
し
た
。
不
時
着
か
ら
三
十
六
日
後
の
こ
と
だ

っ
た
。
こ
れ
で
ア
メ
リ
カ
軍
は
完
全
な
状
態
の
零
戦
を
確
保
し
、
そ

の
強
さ
の
理
由
と
弱
点
を
徹
底
的
に
解
明
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

 

零
戦
の
復
元
と
い
う
大
仕
事
を
果
た
し
た
マ
ッ
コ
イ
大
尉
は
、
次

い
で
四
三
年
の
夏
に
日
本
陸
軍
の
隼
も
復
元
し
た
が
、
も
う
一
つ
、

も
っ
と
重
要
な
仕
事
を
果
た
し
た
。 
 

捕
獲
し
た
日
本
軍
航
空
機
の
残
骸
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
記
号
や
数

字
を
収
集
し
、
そ
こ
に
潜
ん
で
い
る
意
味
を
読
み
取
ろ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
彼
は
捕
獲
し
た
残
骸
か
ら
得
ら
れ
た
記
号
や
数
字
を
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
に
本
部
を
置
い
て
い
た
太
平
洋
地
域
統
括
情
報

セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
に
送
っ
た
。 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
そ
う
し
て
得
ら
れ
た
情
報
を
Ｉ
Ｂ
Ｍ
４
０
５
に

か
け
、
暗
号
を
解
読
す
る
の
と
同
じ
要
領
で
詳
細
に
分
類
・
集
計
し

た
。
そ
の
結
果
、
エ
ン
ジ
ン
に
付
け
ら
れ
て
い
る
番
号
と
機
体
に
装

着
さ
れ
て
い
る
プ
レ
ー
ト
の
番
号
な
ど
か
ら
、
零
戦
の
生
産
機
数
を

型
式
ご
と
に
推
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。 

 

例
え
ば
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
、
機
体
に
付
い
て
い
た
番
号
か
ら
「
ジ

ー
ク
」
の
生
産
拠
点
を
割
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。「
Ｍ
」
は
三

菱
重
工
業
、「
Ｎ
」
は
中
島
飛
行
機
、「
Ａ
」
は
愛
知
航
空
機
、「
Ｋ
」

は
川
島
航
空
機
、「
Ｗ
」
は
九
州
航
空
機
、「
Ｙ
」
は
航
空
技
術
廠
、

「
Ｐ
」
は
日
本
飛
行
機
と
い
っ
た
具
合
だ
っ
た
。 

 

ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
Ａ
は
一
九
四
二
年
に
お
け
る
零
戦
の
生
産
機
数

を
、
粗
鋼
や
部
品
の
供
給
能
力
な
ど
を
勘
案
し
て 
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一
月
：
七
五 

 
 

二
月
：
七
八 

 
 

三
月
：
七
八 

 
 

四
月
：
八
一 

  

と
推
定
し
た
。 

 

戦
争
が
終
わ
っ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
戦
略
爆
撃
調
査
団
に
対
し
て
三
菱
重

工
業
と
中
島
飛
行
機
が
明
ら
か
に
し
た
実
際
の
生
産
機
数
は
、 

  
 

一
月
：
七
九
（
推
定
値
と
の
差
：
四
） 

 
 

二
月
：
八
○
（
同
二
） 

 
 

三
月
：
九
〇
（
同
十
二
） 

 
 

四
月
：
八
五
（
同
四
） 

  

だ
っ
た
。 

 
 

四
か
月
間
の
総
生
産
機
数
は
実
数
三
百
三
十
四
機
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ

Ａ
の
推
定
値
は
三
百
十
二
機
で
、
二
十
二
機
し
か
違
わ
な
い
。
墜
落

し
た
機
体
か
ら
の
推
測
と
は
い
え
、
こ
れ
は
も
う
「
誤
差
の
範
疇
」

と
い
っ
て
い
い
。 
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〜
〜
〜 
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注 

〜
〜
〜
〜 

 

太
平
洋
戦
争
“
最
初
の
一
発
” 

日
本
時
間
の
十
二
月
八
日
午
前
零
時
を
期

し
て
、
マ
レ
ー
攻
略
の
た
め
に
編
成
さ
れ
た
第
二
十
五
軍
（
司
令
官
・
山
下

奉
文
）
の
第
五
師
団
が
マ
レ
ー
半
島
の
シ
ン
ゴ
ラ
、
バ
タ
ー
、
コ
タ
バ
ル
の

三
か
所
に
上
陸
し
た
。
シ
ン
ゴ
ラ
、
バ
タ
ー
は
無
血
上
陸
を
果
た
し
た
が
、

コ
タ
バ
ル
で
は
戦
闘
が
行
わ
れ
た
。 

 

コ
タ
バ
ル
に
上
陸
し
た
の
は
第
五
師
団
所
属
の
第
二
十
三
旅
団
陀
美
支
隊

五
千
三
百
人
だ
っ
た
。
沖
合
い
か
ら
近
づ
く
上
陸
用
舟
艇
（
ダ
イ
ハ
ツ
）
の

エ
ン
ジ
ン
音
に
気
が
つ
い
た
コ
タ
バ
ル
航
空
基
地
の
守
備
に
つ
い
て
い
た
イ

ン
ド
軍
第
八
旅
団
の
ド
グ
ラ
ス
大
隊
は
、
日
本
兵
が
上
陸
を
開
始
す
る
の
を

待
っ
て
引
き
金
を
引
い
た
。
こ
れ
が
太
平
洋
戦
争
〝
最
初
の
一
発
〞
と
な
っ

た
。
日
本
軍
に
よ
る
真
珠
湾
奇
襲
攻
撃
よ
り
一
時
間
二
十
分
早
か
っ
た
。 

ク
勊
ン
タ
ン 

K
uantan

：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
北
方
、
マ
レ
ー
半
島
東
海
岸
の

浜
辺
で
現
在
は
観
光
地
に
な
っ
て
い
る
。
地
名
は
十
五
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教

布
教
者
ク
ァ
ン
タ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ィ
ー
ン
・
ボ
リ
ス
ト
に
よ
る
。 

戦
闘
機
助
バ
勏
フ
勊
ロ
勖
努	
 

制
式
採
用
後
の
名
称
は
「
ブ
リ
ュ
ー
ス
タ
ー

／
Ｆ
２
Ａ
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
」。ア
メ
リ
カ
海
軍
に
配
属
さ
れ
た
最
初
の
単
葉
機

で
、
一
九
三
六
年
に
策
定
さ
れ
た
海
軍
次
期
艦
上
戦
闘
機
の
要
求
仕
様
（
単

葉
機
、
折
り
た
た
み
翼
、
引
き
込
み
脚
、
密
閉
式
コ
ク
ピ
ッ
ト
）
に
沿
っ
て

ブ
リ
ュ
ー
ス
タ
ー
社
、
グ
ラ
マ
ン
社
、
セ
バ
ス
キ
ー
社
が
競
争
試
作
に
参
加

し
、
ブ
リ
ュ
ー
ス
タ
ー
社
が
受
注
に
成
功
し
た
。
航
続
距
離
約
一
千
二
百
七

十
キ
ロ
、
最
大
速
度
二
百
九
十
五
キ
ロ
／
時
、
十
二
・
七
ミ
リ
機
銃
四
基
を

装
備
し
、
最
高
高
度
は
六
千
百
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。
実
際
は
そ
れ
よ
り
か
な

り
遅
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 

一
九
四
一
年
九
月
十
九
日	
 

零
式
戦
闘
機
が
実
戦
に
投
入
さ
れ
た
の
は
一
九

四
一
年
九
月
十
三
日
で
、
こ
の
直
後
に
中
国
軍
の
対
空
砲
火
で
一
機
が
撃
墜

さ
れ
て
い
る
。
フ
リ
ー
マ
ン
の
記
録
は
そ
の
と
き
撃
墜
さ
れ
た
零
戦
を
調
査

し
た
も
の
だ
っ
た
。し
か
し
巡
航
速
度
や
機
銃
の
口
径
な
ど
に
誤
認
が
あ
る
。 

戦
艦
助
ビ
ス
マ
ル
ク
努 

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
海

軍
の
軍
艦
。
一
九
四
〇
年
八
月
二
十
四
日
に
就
役
し
、
四
一
年
五
月
二
十
七

日
イ
ギ
リ
ス
海
軍
潜
水
艦
の
魚
雷
と
自
沈
用
爆
薬
に
よ
っ
て
沈
没
し
た
。
五

月
二
十
四
日
の
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
と
の
砲
撃
戦
は
勝
利
し
た
が
、
二
十
六
日
イ

ギ
リ
ス
空
母
ア
ー
ク
・
ロ
イ
ヤ
ル
艦
載
機
と
の
戦
い
で
浸
水
、
舵
が
動
か
な

く
な
り
速
度
は
最
大
七
ノ
ッ
ト
と
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。二
十
七
日
朝
、

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
戦
艦
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ー
ジ
Ｖ
世
、
戦
艦
ロ
ド
ニ
ー
な
ど
と

の
砲
撃
戦
で
「
浮
か
ぶ
廃
墟
」
と
な
っ
た
。 

ア
メ
リ
カ
海
軍
の
新
造
艦	
 

日
米
開
戦
の
の
ち
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が 

新
た

に
建
造
し
た
戦
艦
は
八
隻
、重
巡
洋
艦
は
四
隻
な
の
に
、航
空
母
艦
は
七
隻
、

軽
空
母
は
九
隻
、
護
衛
空
母
は
二
十
九
隻
で
あ
る
。
ま
た
新
造
艦
の
う
ち
駆

逐
艦
が
二
百
七
隻
、
護
衛
駆
逐
艦
が
百
九
十
九
隻
、
潜
水
艦
が
八
十
八
隻
と

い
う
の
は
、
空
母
＋
駆
逐
艦
＋
潜
水
艦
の
組
み
合
わ
せ
を
軸
に
艦
隊
を
編
成

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
海
軍
の
戦
い
方
が
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
っ
た
。 

戦
闘
機
助
Ｐ
剹
36
努	
 

も
と
「
カ
ー
チ
ス
・
ホ
ー
ク
75
」
と
呼
ば
れ
、
初

期
モ
デ
ル
は
翼
に
機
銃
を
装
備
し
て
い
な
か
っ
た
。
の
ち
両
翼
に
七
・
六
二

ミ
リ
機
銃
各
一
基
を
装
備
し
、「
Ｐ
―36

Ｃ
」
の
名
で
制
式
採
用
さ
れ
た
。
太

平
洋
戦
争
勃
発
時
に
は
す
で
に
時
代
遅
れ
と
な
り
か
け
て
い
た
が
、
真
珠
湾

に
来
襲
し
た
日
本
海
軍
攻
撃
隊
に
対
し
て
唯
一
の
反
撃
を
行
い
、
九
七
式
艦

上
攻
撃
機
二
機
を
撃
墜
し
て
い
る
。 

サ
勏
チ
・
ウ
勋
勖
ブ	
 

こ
の
戦
法
を
最
初
に
考
案
し
た
の
は
フ
ラ
イ
ン
グ
・
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タ
イ
ガ
ー
ス
の
ク
レ
ア
・
シ
ェ
ン
ノ
ー
ト
准
将
（
１
８
９
３
〜
１
９
５
８
）

だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
空
母
「
サ
ラ
ト
ガ
」
配
属
の
航
空
隊
司
令
だ
っ
た
ジ

ョ
ン
・
Ｓ
・
サ
ッ
チ
少
佐
（
１
９
０
５
〜
１
９
８
１
）
と
僚
機
を
操
縦
し
て

い
た
オ
ヘ
ア
大
尉
は
シ
ェ
ン
ノ
ー
ト
准
将
の
助
言
に
工
夫
を
加
え
海
洋
上
で

の
戦
闘
諸
要
素
を
加
味
し
て
改
良
し
た
。彼
の
名
を
取
っ
て
こ
の
戦
法
は「
サ

ッ
チ
・
ウ
ィ
ー
ブ
」
と
呼
ば
れ
た
。 

 

サ
ッ
チ
少
佐
は
の
ち
海
軍
少
将
に
、
オ
ヘ
ア
大
尉
は
少
佐
に
そ
れ
ぞ
れ
昇

進
し
た
が
、
オ
ヘ
ア
少
佐
は
戦
闘
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
シ
カ
ゴ
・
オ
ヘ

ア
空
港
の
名
は
彼
に
ち
な
ん
で
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
戦
闘
機
は
重
く
頑
丈
だ

っ
た
た
め
、
急
降
下
だ
け
は
零
戦
に
負
け
な
か
っ
た
。 

赤
松
貞
明 

あ
か
ま
つ
・
さ
だ
あ
き
／
１
９
０
０
〜
１
９
８
０
。
中
国
戦
線

で
活
躍
し
た
古
豪
で
、
撃
墜
機
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
習
慣
が
な
か
っ
た
た
め

正
確
な
数
は
分
か
ら
な
い
。
当
人
の
申
告
に
よ
る
と
三
百
五
十
機
以
上
と
い

う
。
第
二
次
大
戦
後
は
酒
に
お
ぼ
れ
、
か
つ
て
の
戦
友
、
僚
友
に
借
金
を
繰

り
返
す
生
活
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。 

武
藤
金
義 

む
と
う
・
か
ね
よ
し
／
１
９
１
６
〜
１
９
４
５
。
愛
知
県
に
生

ま
れ
日
米
開
戦
時
は
第
三
航
空
隊
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
航
空
戦
、
ジ
ャ
ワ
島
攻
略

な
ど
初
期
の
作
戦
に
参
加
し
た
。
の
ち
横
須
賀
航
空
基
地
で
教
員
に
な
る
。

カ
ダ
ル
カ
ナ
ル
戦
に
伴
い
ラ
バ
ウ
ル
に
進
出
し
撃
墜
王
と
な
っ
た
。
四
五
年

七
月
二
十
四
日
豊
後
水
道
上
空
の
空
中
戦
で
撃
墜
さ
れ
戦
死
し
た
。
死
後
特

進
し
て
少
尉
。「
大
空
の
武
蔵
」
の
異
名
を
持
つ
。 

岩
本
徹
三 

い
わ
も
と
・
て
つ
ぞ
う
／
１
９
１
６
〜
１
９
５
５
。
九
六
式
戦

闘
機
に
乗
り
中
国
戦
線
で
数
機
を
撃
墜
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
四
一
年
十
二

月
八
日
の
真
珠
湾
攻
撃
に
は
空
母
「
瑞
鶴
」
の
航
空
部
隊
で
参
戦
、
四
二
年

四
月
に
は
イ
ン
ド
洋
、
五
月
に
は
珊
瑚
海
海
戦
と
転
戦
し
た
。
の
ち
大
村
航

空
隊
、
横
須
賀
航
空
隊
の
教
員
任
務
に
就
き
四
三
年
十
一
月
戦
場
に
復
帰
し

ソ
ロ
モ
ン
方
面
転
出
を
経
て
ラ
バ
ウ
ル
航
空
隊
で
活
躍
し
た
。
四
四
年
二
月

ラ
バ
ウ
ル
か
ら
撤
収
し
ト
ラ
ッ
ク
島
、
木
更
津
、
岩
国
、
国
分
基
地
と
転
戦

し
、
岩
国
基
地
で
終
戦
を
迎
え
た
。
自
身
の
記
録
に
よ
る
と
撃
墜
数
は
二
百

二
機
に
の
ぼ
る
と
い
う
。 

杉
田
庄
一 

す
ぎ
た
・
し
ょ
う
い
ち
／
１
９
２
５
〜
１
９
４
５
。
新
潟
県
に

生
ま
れ
四
二
年
十
月
ラ
バ
ウ
ル
航
空
隊
に
所
属
し
四
三
年
四
月
山
本
五
十
六

司
令
長
官
座
乗
の
一
式
陸
攻
を
護
衛
し
た
零
戦
六
機
の
一
だ
っ
た
。
四
三
年

八
月
戦
闘
で
重
傷
を
負
い
内
地
に
送
還
さ
れ
た
の
ち
マ
リ
ア
ナ
諸
島
方
面
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
方
面
を
転
戦
し
て
内
地
に
帰
還
。
四
五
年
四
月
戦
死
し
た
。
撃

墜
数
は
七
十
機
と
さ
れ
る
。 

西
澤
廣
義 

に
し
ざ
わ
・
ひ
ろ
よ
し
／
１
９
２
０
〜
１
９
４
４
。
長
野
県
に

生
ま
れ
地
元
の
生
糸
工
場
に
勤
務
し
て
い
た
と
き
徴
兵
と
な
り
横
須
賀
航
空

隊
に
入
っ
た
。
四
一
年
千
歳
基
地
勤
務
の
の
ち
四
二
年
ラ
バ
ウ
ル
航
空
隊
に

配
属
さ
れ
、
坂
井
三
郎
、
大
田
敏
夫
と
編
隊
を
組
ん
だ
。
四
四
年
航
空
機
受

領
の
た
め
輸
送
機
で
移
動
中
、
撃
墜
さ
れ
戦
死
し
た
。
百
二
十
機
の
撃
墜
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。 

坂
井
三
郎 

さ
か
い
・
さ
ぶ
ろ
う
／
１
９
１
６
〜
２
０
０
０
。
一
九
三
八
年

中
国
戦
線
で
九
六
式
艦
上
戦
闘
機
部
隊
に
配
属
さ
れ
試
験
飛
行
間
も
な
い
零

戦
で
戦
果
を
あ
げ
た
。
日
米
開
戦
と
と
も
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
攻
撃
に
参
加
、
の

ち
ラ
バ
ウ
ル
航
空
隊
で
撃
墜
王
と
な
っ
た
が
四
二
年
七
月
戦
闘
で
重
傷
を
負

い
内
地
に
送
還
さ
れ
飛
行
教
官
と
な
っ
た
。
四 

四
年
硫
黄
島
に
赴
き
空
中

戦
で
ア
メ
リ
カ
軍
攻
撃
機
を
撃
墜
、
さ
ら
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
無
条
件
受
諾
後

の
四
五
年
八
月
十
七
日
、
横
須
賀
上
空
に
飛
来
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
爆
撃
機
を

撃
墜
し
て
い
る
。
大
日
本
帝
国
海
軍
航
空
機
最
後
の
戦
い
を
演
じ
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。 

 

撃
墜
し
た
連
合
国
軍
航
空
機
は
六
十
四
機
と
さ
れ
る
が
、
列
機
を
損
失
し
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な
か
っ
た
こ
と
、
搭
乗
機
を
一
度
も
不
時
着
な
く
無
事
着
陸
さ
せ
た
こ
と
な

ど
名
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の
逸
話
を
残
し
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
後
は

日
本
通
運
に
勤
務
し
た
の
ち
印
刷
業
を
開
く
か
た
わ
ら
ア
メ
リ
カ
空
軍
な
ど

に
招
か
れ
講
演
や
著
述
を
行
っ
た
。
著
書
『
大
空
の
サ
ム
ラ
イ
』
が
あ
る
。 

笹
井
醇
一	
 
さ
さ
い
・
じ
ゅ
ん
い
ち
／
１
９
１
８
〜
１
９
４
２
。
東
京
に
生

ま
れ
四
一
年
海
軍
兵
学
校
を
出
て
台
湾
の
台
南
航
空
隊
に
配
属
さ
れ
小
園
安

名
の
下
で
航
空
機
操
縦
の
特
訓
を
受
け
た
。
日
米
開
戦
と
同
時
に
フ
ィ
リ
ピ

ン
攻
撃
に
参
加
し
、
以
後
、
ボ
ル
ネ
オ
、
ス
ラ
バ
ヤ
、
ジ
ャ
ワ
を
転
戦
し
四

二
年
ラ
バ
ウ
ル
に
進
出
。
同
年
八
月
二
十
六
日
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
上
空
で
撃

墜
さ
れ
戦
死
し
た
。
撃
墜
し
た
連
合
国
軍
航
空
機
は
五
十
七
機
以
上
と
さ
れ

る
。
二
階
級
特
進
し
て
少
佐
。 

太
田
敏
夫 

お
お
た
・
と
し
お
／
１
９
１
９
〜
１
９
２
４
。「
利
夫
」
と
記
す

資
料
も
あ
る
。
西
澤
廣
義
、
坂
井
三
郎
と
と
も
に
「
ラ
バ
ウ
ル
三
羽
烏
」
の

異
名
を
取
っ
た
。
撃
墜
数
は
三
十
四
機
と
す
る
説
と
五
十
機
と
す
る
説
が
あ

る
。
日
本
の
撃
墜
王
た
ち
に
つ
い
て
撃
墜
機
数
が
曖
昧
な
の
は
、
日
本
海
軍

が
個
人
の
戦
果
を
評
価
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。 

戦
闘
機
助
Ｐ
剹
51
ム
ス
タ
ン
グ
努 

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
空
軍
に
劣
勢
を
強
い

ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
ス
ピ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ア
に
代
わ
る
主
力
戦
闘
機
の
開

発
を
ア
メ
リ
カ
政
府
に
依
頼
し
、
ノ
ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
社
が
四
か
月
弱
で

開
発
し
た
。
機
体
は
流
線
型
で
、
最
高
速
度
は
七
〇
三
キ
ロ
／
時
、
航
続
距

離
は
千
五
百
三
十
キ
ロ
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
は
太
平
洋
戦
線
で
零
戦
に
対

抗
す
る
た
め
改
良
を
重
ね
、
つ
い
に
零
戦
を
圧
倒
し
た
。 

 

余
談
だ
が
日
本
も
零
戦
の
後
継
機
と
し
て
高
速
・
高
高
度
で
の
戦
闘
が
可

能
な
局
地
戦
闘
機
「
飛
燕
」
を
開
発
し
た
。
こ
の
機
影
が
ち
ょ
っ
と
見
る
と

ム
ス
タ
ン
グ
と
類
似
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
軍
機
が
味
方
機
と
誤

認
し
た
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
っ
た
ら
し
い
。 

日
本
軍
機
の
通
称	
 

「
ジ
ー
ク
」
と
同
様
に
、
九
七
式
艦
上
攻
撃
機
は
「
ケ

イ
ト
」、九
六
式
陸
上
攻
撃
機
は「
ネ
ル
」、一
式
陸
上
攻
撃
機
は「
ベ
テ
ィ
」、

隼
は
「
オ
ス
カ
ー
」、
九
七
式
重
爆
撃
機
は
「
サ
リ
ー
」、
重
爆
撃
機
「
呑
竜
」

は
「
ヘ
レ
ン
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
戦
闘
機
は
男
性
名
、
攻
撃
機
や
爆
撃
機

は
女
性
名
で
呼
び
や
す
い
名
前
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
場
の
兵
士
た

ち
は
日
本
軍
機
を
識
別
し
や
す
く
な
っ
た
。 
                    



日本IT書紀

著　者：佃 均

発行者：（特非）オープンソースソフトウェア協会
                http://www.ossaj.org/
                info@ossaj.org

発行日：2023年4月10日

本作品はCC-BY-NC-NDライセンスによって許諾されています。ライセンスの詳しい内容は 
https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/deed.ja でご確認ください。

© 2004 TSUKUDA Hitoshi (Licensed under CC BY NC ND 4.0)

本作品は2004年-2005年ナレイ出版局より刊行された 「日本 IT書紀」 
全5分冊を底本とし、原著者が一部改定を加えたものを複数の電子書籍
に再構成して CC-BY-NC-ND ライセンスにより公開します。

062 その名はジーク


